
第 238号 令和６年１月〈各地からの便り〉〈各地からの便り〉

【
南な
ん
し
ん信
森
林
管
理
署
】

　

十
二
月
十
一
日
、
上か

み
い
な
ぐ
ん

伊
那
郡
南み
な
み
み
の
わ

箕
輪

村む
ら

に
あ
る
信
州
大
学
農
学
部
に
お
い

て
、
農
学
部
二
年
生
約
四
十
名
を
対
象

に
今
泉
局
長
が
「
森
林
・
林
業
と
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
そ
し
て
国
有
林
の
果
た
す
べ
き
役

割
」と
題
し
、
講
義
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

例
年
要
望
を
受
け
、
実
施
し
て
い
る

本
講
義
は
、
こ
れ
か
ら
専
門
課
程
を
選

考
す
る
大
学
二
年
生
に
対
し
て
、
森

林
・
林
業
に
対
す
る
国
有
林
の
取
組
等

に
つ
い
て
広
い
視
野
で
学
ん
で
い
た
だ

く
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
泉
局
長
は
、
森
林
・
林
業
と
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
と
の
関
わ
り
、
環
境
・
経
済
・
社

会
の
そ
れ
ぞ
れ
の
観
点
か
ら
見
た
森

林・
林
業
に
係
る
最
近
の
動
向
や
課
題
、

国
有
林
の
貢
献
等
に
つ
い
て
、
話
題
や

自
ら
の
問
題
意
識
・
疑
問
点
も
織
り
交

ぜ
な
が
ら
、
学
生
の
皆
さ
ん
に
多
様
な

視
点
を
持
っ
て
考
え
て
い
た
だ
く
き
っ

か
け
に
な
れ
ば
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

講
義
の
後
半
で
は
、
当
署
の
若
手
職

員
が「
森
林
管
理
署
の
業
務
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
、
講
義
・
説
明
を
行
い
ま
し

【
森
林
技
術
・
支
援
セ
ン
タ
ー

�
・
岐ぎ

ふ阜
森
林
管
理
署
】

　

十
二
月
五
日
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
食
害
防
除

対
策
の
現
地
検
討
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る
森
林
被
害
は
、

再
造
林
や
適
切
な
森
林
整
備
の
実
施
に

支
障
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
樹

木
の
剥は

く
ひ皮
に
よ
る
天
然
林
の
劣
化
や
下

層
植
生
の
食
害
等
に
よ
り
、
そ
の
地
域

全
体
の
森
林
が
持
つ
公
益
的
機
能
の
発

揮
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
、岐
阜
署
で
は
、

防
護
柵
の
設
置
や
、
く
く
り
罠
に
よ
る

職
員
実
施
の
捕
獲
な
ど
の
ニ
ホ
ン
ジ
カ

被
害
対
策
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
本
年

度
は
十
一
月
末
現
在
に
お
い
て
、

百
二
十
六
頭
を
当
署
職
員
に
よ
り
捕
獲

し
て
い
ま
す
。

　

本
検
討
会
は
、
こ
の
よ
う
な
取
組
に
つ

い
て
、
地
域
の
林
業
関
係
者
と
の
情
報
共

有
や
意
見
交
換
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

効
果
的
な
対
策
の
実
施
を
目
的
に
平
成

二
十
八
年
度
か
ら
毎
年
開
催
し
て
お
り
、

本
年
度
は
岐
阜
県
及
び
地
元
市
町
の
担

当
者
な
ど
四
十
五
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

た
。
若
手
職
員
は
、
管
内
概
要
や
自
分

た
ち
の
職
務
経
歴
、
現
在
の
業
務
内
容

の
ほ
か
、
生
活
ス
タ
イ
ル
と
い
っ
た
業

務
外
の
こ
と
に
も
触
れ
、
国
有
林
の
職

員
と
し
て
働
く
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
し
や

す
く
な
る
よ
う
工
夫
し
て
い
ま
し
た
。

　

講
義
の
あ
と
、
参
加
し
た
学
生
か
ら

多
く
の
質
問
が
あ
り
、
中
に
は
「
転
勤

の
回
数
が
多
い
の
は
な
ぜ
な
の
か�

」
と

い
っ
た
国
有
林
で
の
仕
事
に
つ
い
て
具

体
の
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て
質
問
し
た
学

生
も
い
ま
し
た
。
終
始
良
い
雰
囲
気
の

中
で
実
施
さ
れ
た
講
義
は
予
定
時
間
を

少
し
オ
ー
バ
ー
し
ま
し
た
が
、
国
有
林

の
仕
事
を
次
世
代
に
対
し
て
十
分
に
Ｐ

Ｒ
で
き
、
森
林
や
林
業
へ
の
興
味
・
関

心
を
高
め
て
も
ら
え
た
と
い
う
手
応
え

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
、
神か

渕ぶ
ち

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
に
て
、
岐
阜
県
森
林
研
究
所
の

片
桐
主
任
研
究
員
を
講
師
に
迎
え
、「
ニ

ホ
ン
ジ
カ
対
策
の
現
状
と
課
題
」
と
題

し
、
ツ
リ
ー
シ
ェル
タ
ー
の
種
類
の
違
い
に

よ
る
苗
木
の
成
長
に
及
ぼ
す
影
響
な
ど
、

貴
重
な
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
、

当
局
職
員
か
ら
は
、「
小
林
式
誘
引
捕

獲
法
」の
紹
介
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
七ひ

ち
そ
う宗
国
有
林
に
展
示

し
て
い
る
箱
罠
や
囲
い
罠
、
防
護
柵
、

単
木
保
護
資
材
を
視
察
し
、
参
加
者
間

で
意
見
交
換
を
行
い
、
く
く
り
罠
の
設

置
体
験
も
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今

後
も
民
国
の
関
係
者
が
情
報
を
共
有
し
、

一体
と
な
っ
た
対
策
を
着
実
に
推
進
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

信
州
大
学
で
森
林
・
林
業
の
現
状
と

�

課
題
に
つ
い
て
講
義

ニ
ホ
ン
ジ
カ
食
害
防
除
対
策
の
現
地

�
検
討
会
を
開
催
～
民
国
連
携
の
取
組
～

参加者によるくくり罠設置体験

若手職員２名による講義

❿❿ ❺❺❻❻



国
有
林
の
現
場
の
最
前
線
で
、
働
く

森
林
官
の
仕
事
や
、
管
轄
す
る
地
域

の
特
色
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

シリーズ

森
林
官
か
ら
の
便
り

森
林
官
か
ら
の
便
り

令和６年１月 第 238号

【
東と
う
の
う濃
森
林
管
理
署

�
恵え

な那
森
林
事
務
所
】

�

森
林
官　

森も
り
し
た下�

佳よ
し

宏ひ
ろ

　

恵
那
森
林
事
務
所
は
、
岐
阜
県

中な
か
つ
が
わ
し

津
川
市
の
南
部
に
位
置
し
て
い
ま

す
。
中
津
川
市
は
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹

線
の
岐
阜
県
駅
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
で

も
注
目
さ
れ
て
お
り
、
当
事
務
所
周
辺

で
は
着
々
と
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

当
事
務
所
は「
恵え

な
さ
ん
那
山
」を
基
点
に
落

合
恵
那
・
中
津
恵
那
・
阿
木
恵
那
の
三

つ
の
国
有
林
を
管
理
し
て
い
ま
す
。
雄

大
に
そ
び
え
る
恵
那
山
の
標
高
は
約

二
、二
〇
〇
㍍
で
あ
り
、
黒く
ろ
い
さ
わ

井
沢
ル
ー

ト
の
登
山
道
は
、
令
和
二
年
七
月
の
記

録
的
豪
雨
に
よ
り
林
道
が
崩
壊
し
、
未

だ
通
行
で
き
な
い
状
況
で
す
が
、
他
に

も
ル
ー
ト
が
あ
る
た
め
、
登
山
シ
ー
ズ

ン
に
な
る
と
数
多
く
の
登
山
者
で
賑

わ
っ
て
い
ま
す
。
ど
の
ル
ー
ト
も
歩
道

が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
歩
き
や
す
く
楽

し
く
登
れ
る
山
で
す
。
か
つ
て
は

「
胞え

な
さ
ん山
」と
呼
ば
れ
、
名
前
の
由
来
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ

ひ
登
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
当
事
務
所
管
内
に
は
、「
焼や
け

岳だ
け
」、「
天て
ん
ぐ狗
洞ぼ
ら

森も
り
や
ま山
」、「
赤あ
か

滝た
き
」と
い
っ

た
見
所
も
あ
り
ま
す
。
日
帰
り
で
楽
し

め
る
た
め
、
観
光
客
や
地
元
の
方
々
に

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

森
林
官
の
業
務
は
、主
に
各
種
調
査
、

生
産
・
造
林
事
業
等
の
監
督
、
境
界
巡

検
・
巡
視
、
獣
害
対
策
に
従
事
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
地
域
住
民
や
入
林
者
と

接
す
る
機
会
も
多
い
こ
と
か
ら
、
管
内

で
の
事
故
や
熊
の
被
害
に
あ
わ
な
い
よ

う
強
く
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

■
未
来
の
担
い
手
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

自
然
相
手
で
常
に
危
険
と
隣
り
合
わ

せ
の
職
場
で
す
が
、
安
全
第
一
で
職
務

に
励
ん
で
い
ま
す
。
業
務
内
容
は
幅
広

い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
自
分
の
考
え

を
取
り
入
れ
生
か
せ
る
職
場
で
す
。
こ

れ
か
ら
国
有
林
を
管
理
し
て
い
く
た
め

に
は
、
若
い
力
が
必
要
で
す
。

恵那山（岐阜県側から望む）12月上旬撮影

着手前の請負者へ事業説明・指導 赤滝

❿❿

〈シリーズ／森林官からの便り〉〈シリーズ／森林官からの便り〉

❻❻



シリーズ

「
私
の
森
語
り
」

「
私
の
森
語
り
」

も
り
か
た

も
り
か
た

森
林
・
林
業
と
の
関
わ
り
の
中
で
、

様
々
な
課
題
に
挑
戦
さ
れ
て
い
る
方

の
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

森
林
・
林
業
と
の
関
わ
り
の
中
で
、

様
々
な
課
題
に
挑
戦
さ
れ
て
い
る
方

の
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

第 238号 令和６年１月〈シリーズ「私の森語り」〉　〈シリーズ「私の森語り」〉　
「
川
を
育
む
森
を
思
う
」

■
自
己
紹
介

　

矢
作
川
は
長
野
県
の
大
川
入
山
（
標

高
一
、九
〇
八
㍍
）を
源
と
し
、
長
野
・

岐
阜
・
愛
知
の
三
県
を
流
れ
て
三
河
湾

に
注
ぐ
一
級
河
川
で
す
。

　

豊
田
市
矢
作
川
研
究
所
は
「
一
つ
の

川
に
一
つ
の
研
究
所
」
を
合
言
葉
に
、

三
十
年
前
の
一
九
九
四
年
、
矢
作
川
漁

協
、
枝
下
用
水
土
地
改
良
区
（
現
豊
田

土
地
改
良
区
）、
豊
田
市
に
よ
る
第
三

セ
ク
タ
ー
方
式
で
設
立
さ
れ
ま
し
た

（
二
〇
〇
三
年
に
は
豊
田
市
役
所
に
編

入
）。
私
は
一
九
九
八
年
の
入
所
以
来
、

矢
作
川
流
域
の
河
畔
植
生
や
水
源
林
、

里
山
の
現
状
と
成
立
過
程
、
望
ま
し
い

管
理
手
法
等
の
調
査
・
研
究
に
携
わ
っ

て
い
ま
す
。

■
活
動
内
容

　

当
研
究
所
は
、
川
の
豊
か
で
き
れ
い

な
水
の
回
復
と
、
人
々
の
生
活
に
う
る

お
い
と
ゆ
と
り
を
与
え
る
河
川
環
境
づ

く
り
を
め
ざ
し
て
、
以
下
の
三
つ
を
軸

に
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
流
域
の
生
物
学
的
・
人
文
学
的
研
究

②
研
究
成
果
と
流
域
情
報
の
公
開

③�

流
域
環
境
の
保
全
に
関
わ
る
諸
団
体

の
連
携
の
サ
ポ
ー
ト

■
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

矢
作
川
流
域
は
大
企
業
の
城
下
町
を

抱
え
な
が
ら
自
然
が
豊
か
で
、
住
民
が

地
域
の
自
然
に
深
い
思
い
入
れ
を
持

ち
、
保
全
活
動
を
し
て
き
た
長
い
歴
史

が
あ
る
の
が
特
徴
で
あ
り
、魅
力
で
す
。

　

こ
の
流
域
の
七
割
を
森
林
が
占
め
て

い
ま
す
が
、
森
林
で
最
も
広
い
面
積
を

占
め
て
い
る
の
が
人
工
林
で
、
次
い
で

多
い
の
が
コ
ナ
ラ
な
ど
の
里
山
林
で

す
。
こ
れ
ま
で
に
流
域
の
森
づ
く
り
や

木
づ
か
い
に
関
わ
る
皆
さ
ん
と
一
緒

に
、
市
民
参
加
型
の
人
工
林
調
査
「
森

の
健
康
診
断
」
の
開
発
と
運
営
や
、
矢

作
川
流
域
圏
懇
談
会
に
よ
る
「
流
域
圏

担
い
手
づ
く
り
事
例
集
」
の
作
成
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
川
の
水
の
恵
み
を
受
け
て

い
る
中
～
下
流
部
の
住
民
も
巻
き
込
ん

だ
人
工
林
や
里
山
林
の
再
生
を
お
手
伝

い
し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

〇
連
絡
先

　

〒
４
７
１
‒
０
０
２
５

　

愛
知
県
豊
田
市
西
町
２
‒
１
９

　

豊
田
市
職
員
会
館
一
階

　

電
話
／
０
５
６
５
‒
３
４
‒
６
８
６
０

　

http://yahagigaw
a.jp/�

　

主
な
研
究
テ
ー
マ
と
し
て
は
、
川
と

海
を
回
遊
す
る
天
然
ア
ユ
を
指
標
種
と

し
た
水
生
生
物
の
す
み
や
す
い
河
川
環

境
づ
く
り
や
、
自
発
的
に
水
辺
愛
護
活

動
を
行
っ
て
い
る
地
域
住
民
へ
の
情
報

提
供
や
活
動
目
標
づ
く
り
を
通
じ
た
支

援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

豊田市矢作川研究所
主任研究員

洲
すざき

崎�燈
とうこ

子

矢作川を遡上する天然アユ

地域住民の活動による川辺の風景の変化 水源域の人工林調査

❽❽ ❼❼



令和６年１月 第 238号

中
部
の
保
護
林（
第
33
回
）

中
部
の
保
護
林（
第
33
回
）

シリー
ズ

　国有林野には、世界自然遺産を始めとする原生的な森林生態系を有する森林や、希少な野生生
物の生育・生息の場となっている森林が多く残されています。
　国有林野事業では、1915 年（大正４年）以降、こうした貴重な森林を「保護林」として設定し、
森林や野生生物等の状況変化に関する定期的なモニタリング調査を実施して、森林の厳格な保護・
管理を行っています。

お問い合わせ先：計画保全部計画課  ダイヤルイン：026-236-2612
※詳細は、コードを
　読み込んでください。

所在地所在地
　富山県 富山市　富山県 富山市

★★

特
異
な
圏
谷
地
形
の
高
山
植
物
群
落

特
異
な
圏
谷
地
形
の
高
山
植
物
群
落

薬
師
岳・雲
ノ
平
圏
谷
群
高
山
植
物 

遺
伝
資
源
希
少
個
体
群
保
護
林

薬
師
岳・雲
ノ
平
圏
谷
群
高
山
植
物 

遺
伝
資
源
希
少
個
体
群
保
護
林

設
定
目
的

設
定
目
的

　　
薬薬や
く
し
だ
け

や
く
し
だ
け

師
岳
師
岳
（
二
、九
二
六
㍍
）
の
東
側
斜
面
一
帯

（
二
、九
二
六
㍍
）
の
東
側
斜
面
一
帯

に
は
、
氷
河
に
よ
っ
て
で
き
た

に
は
、
氷
河
に
よ
っ
て
で
き
た
圏圏け
ん
こ
く

け
ん
こ
く谷谷
（
カ
ー
ル
）

（
カ
ー
ル
）

が
広
が
っ
て
お
り
、
そ
の
特
異
な
地
形
に
希
少

が
広
が
っ
て
お
り
、
そ
の
特
異
な
地
形
に
希
少

な
高
山
植
物
が
生
育
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ

な
高
山
植
物
が
生
育
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ

れ
ら
の
個
体
群
の
保
護
・
管
理
を
し
て
い
ま
す
。

れ
ら
の
個
体
群
の
保
護
・
管
理
を
し
て
い
ま
す
。

　　地
況
・
林
況

地
況
・
林
況

　
当
保
護
林
は
、
飛
騨
山
脈
（
北
ア
ル
プ
ス
）

　
当
保
護
林
は
、
飛
騨
山
脈
（
北
ア
ル
プ
ス
）

の
奥
黒
部
山
地
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
薬
師
岳

の
奥
黒
部
山
地
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
薬
師
岳

の
東
斜
面
に
並
ぶ
四
つ
の
圏
谷
は
、
我
が
国
で

の
東
斜
面
に
並
ぶ
四
つ
の
圏
谷
は
、
我
が
国
で

確
認
さ
れ
て
い
る
中
で
最
も
発
達
し
た
も
の
で

確
認
さ
れ
て
い
る
中
で
最
も
発
達
し
た
も
の
で

あ
り
、
学
術
上
の
価
値
も
高
い
た
め
国
の
特
別

あ
り
、
学
術
上
の
価
値
も
高
い
た
め
国
の
特
別

天
然
記
念
物
「
薬
師
岳
の
圏
谷
群
」
に
指
定
さ

天
然
記
念
物
「
薬
師
岳
の
圏
谷
群
」
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

れ
て
い
ま
す
。

　
稜
線
付
近
に
は
、
ハ
イ
マ
ツ
や
雪
田
植
物
が

　
稜
線
付
近
に
は
、
ハ
イ
マ
ツ
や
雪
田
植
物
が

群
生
し
て
お
り
、
貴
重
な
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
生
息

群
生
し
て
お
り
、
貴
重
な
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
生
息

地
に
な
っ
て
い
ま
す
。

地
に
な
っ
て
い
ま
す
。

❽❽



今 

は 

昔 

の 

林 

業

今 

は 

昔 

の 

林 

業

中
部
森
林
管
理
局
総
務
課

　
　
　

  

井
上 

日
呂
登

第33回

い
の
う
え

ひ

　
　ろ

　
　と

シリーズ
秘
蔵
写
真

秘
蔵
写
真

　

こ
こ
で
紹
介
し
て
い
る
写
真
は
、
当
局
サ
イ
ト

「
モ
ノ
ク
ロ
森
林
紀
行
」
で
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
カ
ラ
ー
写
真
の
な
い
時
代
へ
時
を
超
え

て
！
む
か
～
し
の
写
真
を
紹
介
す

る
サ
イ
ト
で
す
。

　

当
サ
イ
ト
へ
は
、
コ
ー
ド
を
読

み
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　今
は
昔
、山
村
に
暮
ら
す
人
々
と
そ
の
生
業
と
し
て
の

林
業
を
当
局
秘
蔵
の
写
真
と
と
も
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

第 238号 令和６年１月

「
ス
キ
ー
」

　

日
本
に
お
け
る
ス
キ
ー
史
の
始
ま
り
は
、
諸
説
あ

る
も
の
の
明
治
四
十
四
年
に
新
潟
県
高
田（
現
在
の
上

越
市
）で
陸
軍
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ス
キ
ー
術
の
指
導

を
受
け
て
か
ら
と
さ
れ
ま
す
。
こ
の
後
、
急
速
に
ス

キ
ー
術
は
各
地
に
広
ま
る
の
で
す
が
、
国
有
林
に
お

い
て
も
早
く
か
ら
注
目
さ
れ
、
大
正
五
年
に
は
東
京

大
林
区
署
（
後
に
長
野
営
林
局
と
な
る
組
織
の
一
つ
）

よ
り
「
森
林
保
護
上
の
ス
キ
ー
の
効
用
」
と
い
う
資
料

が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
雪
の
森
林
地
域
の
移
動
に
有

用
で
あ
る
と
い
う
点
が
重
要
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

初
期
の
ス
ト
ッ
ク
は
一
本
杖
で
、
ス
キ
ー
板
も
ケ
ヤ

キ
材
の
重
た
い
も
の
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

そ
の
後
、雪
の
多
い
地
域
の
国
有
林
の
職
員
に
と
っ

て
、
ス
キ
ー
は
冬
の
森
林
内
で
の
移
動
や
調
査
な
ど

の
業
務
を
こ
な
す
た
め
の
身
近
な
道
具
と
な
っ
て
い

き
ま
し
た
。
職
場
内
で
の
ス
キ
ー
講
習
会
・
ス
キ
ー

大
会
も
し
ば
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、当
時
の
ス
キ
ー

大
会
の
種
目
に
は
森
林
の
巡
視
や
樹
木
の
測
定
も
含

ん
だ
競
技
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

昭
和
初
期
か
ら
十
年
代
に
な
る
と
一
般
社
会
に
も

ス
キ
ー
は
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ジ
ャ
ー
と
し
て
広
が
っ
て

い
き
ま
す
が
、
国
内
の
ス
キ
ー
場
に
リ
フ
ト
が
設
置

さ
れ
る
の
は
戦
後
の
こ
と
で
す
か
ら
、
か
つ
て
の
ス

キ
ー
は
自
分
で
担
ぐ
な
ど
し
て
山
に
登
っ
た
後
に
滑

る
も
の
で
し
た
。

大正12年　スキーを用いた林内移動の様子大正12年　スキーを用いた林内移動の様子
（現在の中信森林管理署管内）（現在の中信森林管理署管内）

昭
和
三
十
年
頃　

昭
和
三
十
年
頃　

樹
木
の
直
径
を
測
定
し
な
が
ら
行
わ
れ
た
ス
キ
ー
競
技

樹
木
の
直
径
を
測
定
し
な
が
ら
行
わ
れ
た
ス
キ
ー
競
技

（
現
在
の
飛
騨
森
林
管
理
署
管
内
）

（
現
在
の
飛
騨
森
林
管
理
署
管
内
）

昭
和
十
一
年　

林
業
訓
練
の
若
者
達
の
ス
キ
ー
風
景

昭
和
十
一
年　

林
業
訓
練
の
若
者
達
の
ス
キ
ー
風
景

（
現
在
の
飛
騨
森
林
管
理
署
管
内
）

（
現
在
の
飛
騨
森
林
管
理
署
管
内
）
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令和６年１月 第 238号

　この度の能登半島地震によりお亡くなりになられた方々に謹んでお悔
やみ申し上げますとともに、被災されました皆様に心よりお見舞いを申
し上げます。また、被災地において救助活動や支援にあたられている
方々に深く敬意を表します。
　1月1日、中部森林管理局においても災害対策本部を設置し、職員や家
族の安否確認、建物の点検、情報収集などを行い、1月5日には富山県と
共同で富山県西部と東部の国有林及び民有林における被害状況等の調査
をヘリコプターを使用して上空から実施しました。その他、各出先機関
や関係団体等と協力し、災害の応急対策に必要な資材を石川県庁に届け
るなどの対応を行っております。
　上空からの調査の結果、今回の地震による新たな崩壊地は確認されま
せんでしたが、引き続き、積極的に関係機関等と連携し、各種対応を
行ってまいります。

編 集 長 だ よ り （中部の森林へのご意見・ご要望等の投稿は、
migoro＠maff.go.jpまで電子メールでお送りください。）

１２.立山雪景色２（富山署管内）１２.立山雪景色２（富山署管内）

デジ森デジ森 テーマ「白」テーマ「白」

令和６・７年度

国有林モニター の募集について
　中部森林管理局では、令和６・７年度の「国有林モニター」を募集しています。
　この募集は、中部森林管理局管内（富山県、長野県、岐阜県、愛知県）にお住まいの皆様に、国有
林が果たしている役割や現状（森林の整備、木材の供給、森林とのふれあいの場の提供等）をご理解
いただくとともに、国有林に対するご意見等を直接伺い、今後の管理経営に役立てていく取組の一
環として行っています。
　国有林モニター依頼期間中は、定期的に林野庁や森林管理局の広報資料等をお送りします。

募�集�人�数：30名
依�頼�期�間：�令和６年４月１日から令和８年３月31日まで（２年間）
依�頼�内�容：�①国有林や森林・林業に関するアンケート調査への回答
　　　　　� ②国有林の管理経営に関するご意見、ご要望等の提出
　　　　　� ③モニター会議、現地見学会への出席（旅費のみ支給）
応�募�資�格：�管内在住の満18歳以上（令和６年４月１日時点）で
　　　　　� 電子メールにより情報を受信できる方
応募方法等：�局ホームページの専用申し込みフォームよりご応募ください
　　　　　� （郵便でも応募可）

令和４年度令和４年度
現地説明会の様子現地説明会の様子
（赤沢自然休養林）（赤沢自然休養林）

令和５年度令和５年度
現地説明会の様子現地説明会の様子
（猿沢治山事業地）（猿沢治山事業地）

 応募締切：令和６年２月16日（金曜日）必着

※これまでの活動内容については、局ホームページをご覧ください！

お問合せ先：企画調整課　国有林モニター担当　　電話０５０－３１６０－６５０８

❿❿


